肘部管症候群の病期分類と臨床成績の多変量解析：赤堀分類の評価 by Watanabe, Masutaka
氏 名
授 与 し た 学 位
専攻 分野 の名称
学 位 授 与 番 号
学位授 与 の 目付
学位 授与 の要件
学 位 論 文 題 目












論 文 審 査 委 員 教授 大塚愛二 教授 木股敬裕 教授 千田益生














論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､肘部管症候群の術前病期分類である赤堀分類を数量的に評価し､臨床
効果 との関連性を検討するために､52例57肘を対象に､術前と術後6か月の臨
床所見をもとに赤堀分類を従属変数とした多変量解析を行い､回帰式を導いたもの
である｡導かれた回帰式を検証したところ､高い信頼性が確認され､術後赤堀分類
と臨床成績に関連性が認められたことから､赤堀分類が麻疹の程度や術後臨床成績
を評価する有効な診断基準であることが数量的に確認された｡このことは､今後､
煩雑な赤堀分類を単純化 し､より実用的な分類評価法の確立に寄与するものと評価
され､この分野における重要な価値ある業績 と認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
